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１．位置図
Ｎ

再評価⑤

東北中央自動車道

（南陽高畠～山形上山）
Ｌ＝２４．４ｋｍ、二車線

平成３０年度全通予定
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１．位置図②
東北中央自動車道 （南陽高畠～山形上山）

宮城県

Ｎ

山形自動車道

山形空港

（新直轄区間）
東根～尾花沢
【建設中】

山形上山ＩＣ

山形自動車道

仙台塩釜港

仙台空港H30年度完成予定

仙台エリア山形エリア山形県

南陽高畠ＩＣ

仙台空港

国道13号

H30年度完成予定
L=24.4km

用地取得 ： 約 ２割
工 事 ：準備工事着手

上山ＩＣ

南陽高畠ＩＣ
東北自動車道

（新直轄区間）
米沢～米沢北
【建設中】

米沢エリア

（新直轄区間）
福島～米沢
【建設中】

福島エリア
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福島県



２．事業の目的および概要

東北中央自動車道は、並行する一般国道１３号とのダブルリンクによる道路交通の信頼性
向上 福島と山形等 県都間 旅行時間短縮 般国道１３号 混雑緩和 地域環境改善

（１）事業の目的

向上、福島と山形等の県都間の旅行時間短縮、一般国道１３号の混雑緩和・地域環境改善、
沿道地域の住民生活・経済・産業・文化への貢献、東北自動車道・山形自動車道とダブルネットワ
ークを構築することによる災害時の救急輸送ルートとして寄与することを目的としている。

◆ 区 間 自）山形県東置賜郡高畠町大字深沼
たかはたまち ふかぬま

（２）事業の概要
ひがしおきたま

間 自） 県東置賜郡 畠 深沼

至）山形県上山市金瓶
かみのやまし かなかめ

◆ 計 画 延 長 ２４．４ｋｍ

◆ 車 線 数 ２車線

◆ 規 格 第１種第２級 （設計速度 100km/h）

◆ 全体事業費 １ ０７９億円 (税込)
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◆ 全体事業費 １，０７９億円 (税込)



３．事業の必要性と効果①

交通路の相互補完①

国道１３号の代替路
山形
市国道１３号の代替路

国道１３号は 主要渋滞ポイントが存在し Ｈ２２年道路センサ

山形上山ＩＣ

市

国道１３号 上山市赤坂

・国道１３号の災害や事故による通行障害の発生時には、代替
路として貢献。

・国道１３号は、主要渋滞ポイントが存在し、Ｈ２２年道路センサ
スでは、平日24ｈｒ交通量25,000台/日、平日混雑度は1.49～
1.72。 上山ＩＣ

国道１３号 南陽市中川

東北中央自動車道の整備による交通分散に伴う、
渋滞の緩和が期待される。

南陽高畠ＩＣ

上山市赤坂 南陽市中川
米沢
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米沢
市資料：各年道路交通センサス（H11～H22）

注）混雑度は12 時間値



３．事業の必要性と効果②

交通路の相互補完②

東北自動車道・山形自動車道・東北中央道

山形空港

東根ＩＣ

至 鶴岡 至 新庄

東北自動車道・山形自動車道・東北中央道
間でのダブルネットワークの構築

山形エリア 仙台エリア

山形上山ＩＣ

山形自動車道
国道13号 宮城県

東北中央道 南陽高畠IC～山形上山ICと福

島JCT～米沢北IC(新直轄)が整備されること

で 山形 リア 福島 リア及び仙台 リア間

南陽高畠ＩＣ

東北自動車道

で、山形エリア、福島エリア及び仙台エリア間

にダブルネットワークが形成され、東北道、山

形道 東北中央道いずれに通行止めがあ て 南陽ＩＣ 東北自動車道形道、東北中央道いずれに通行止めがあって

も各路線が相互補完し、エリア間の移動が可

能になる

南陽ＩＣ

福島県

福島エリア

福島ＪＣＴ
能になる。
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３．事業の必要性と効果③

宮城県

交通路の相互補完③
６強

４

５弱

東北地方太平洋沖地震時の状況

震度と通行止め状況

山形自動車道

山形空港

６弱
４

地震発生後、一部の道路を除き
東北支社管内全線通行止め

緊急交通路
５弱

東北地方太平洋沖地震時の状況

山形上山ＩＣ

山形自動車道

仙台塩釜港

仙台空港

仙台エリア

６強

６強

強

東北支社管内 線通行

2020時間後時間後 3232時間後時間後

H23.3.12 11：00
東北道など

山形エリア

４

3232時間時間通行止
【停電】

一般車通行可

南陽高畠ＩＣ

仙台空港

国道13号 上山ＩＣ

６弱５強

５強H23.3.12 22：30
東北中央道全線
山形道（笹谷～西川）
通行止解除

東北道など
緊急交通路指定

1111日間日間通行止
【盛土崩落】緊急指定車両のみ

南陽高畠ＩＣ
東北自動車道

米沢エリア

５強

５弱

H23.3.24 6：00

1313日後日後

緊急交通路

※東中道の通行止めは、点
検作業及び停電によるもの。

（大規模な被害無し）

福島ＪＣＴ 福島エリア

６強
６強東北道など

緊急交通路指定解除

東中道は東北道などの通行止め時の代替ルートとして機能
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福島県 ６弱
５強



３．事業の必要性と効果④

所要時間の短縮

山形空港

・山形市 ⇔ 米沢市

整備前７０分⇒整備後５０分（ ２０分短縮）
山形自動車道

山形空港

山形エリア

県都への所要時間が短縮

整備前７０分⇒整備後５０分（ ２０分短縮）

山形上山ＩＣ

山形エリア

南 高畠南 高畠
県南地域からの山形空港へのアクセス向上

２０分短縮

2929％短縮％短縮

南陽高畠ＩＣ

国道13号
南陽高畠～山形上山間南陽高畠～山形上山間の利用の利用
でで約約2020分分の時間短縮効果の時間短縮効果

・山形空港 ⇔ 米沢市

整備前９０分⇒整備後７０分（ ２０分短縮）

県南地域からの山形空港 のアク 向上

米沢エリア
区 間 便数（往復） 飛行時間

・山形空港の発着便

2222％短縮％短縮

福島県

福島エリア

山形～東京（羽田） １便 65分

山形～大阪（伊丹） ３便 85分

※震災時は、仙台空港の代替空港として機能
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福島県

東京９往復、伊丹４往復、札幌２往復（３月２０日現在）



３．事業の必要性と効果⑤

地域医療環境の改善 山形県中央病院山形県中央病院

高次医療施設への搬送ルートとして高次医療施設 の搬送ル トとして

山形県には３箇所の三次救急医療施設があり、東北中
央自動車道は、そのすべての施設への搬送ルートとしての
役割を果たす。

山形上山ＩＣ

山大医学部付属病院山大医学部付属病院

また、複数の三次救急医療施設の選択が可能になり
特に冬場の降雪時等は、一般道と比べて安静に搬送す

ることが可能であるため、搬送ルートとして利用されている。

上山ＩＣ

・県立中央病院（山形市）
最寄りＩＣ：山形道 山形ＪＣＴ～山形北（退出路）

山形道の救急車退出路山形道の救急車退出路

・山大医学部付属病院（山形市）
最寄りＩＣ：山形上山ＩＣ

・置賜総合病院（東置賜郡川西町）

南陽高畠ＩＣ
置置賜総合病院賜総合病院

最寄りＩＣ：南陽高畠ＩＣ
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約 2回/日



３．事業の必要性と効果⑥

物流効率化の支援

◆山形特産の果実の出荷・安定供給に寄与

高畠町、南陽市、上山市の果実等の農産物は、
主に国道１３号を利用して首都圏や山形市方面

◆山形特産の果実の出荷・安定供給に寄与

山形上山ＩＣ
へ運ばれている。（主に東京、名古屋、大阪）

東北中央自動車道の整備により「ぶどう」「ラフラ
ンス」等の果実の運送時の荷いたみが軽減され、

資料：おいしい山形ＨＰ

上山ＩＣ

安定的な供給に寄与する。
【主な農産物と収穫量】（高畠町、南陽市、上山市）

ぶどう 12,500ｔ（県内の約６割）
（※出荷量は山梨、長野に次いで全国３位） Ｈ22年度データ

ラフランス 4,200ｔ（県内の約２割）
（※出荷量は全国１位） Ｈ22年度データ

資料：おいしい山形ＨＰ

資料：おいしい山形ＨＰ

南陽高畠ＩＣ

（※出荷量は全国１位） Ｈ22年度デ タ

さくらんぼ 1,474ｔ（県内の約１割）
（※出荷量は全国１位） Ｈ22年度データ
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３．事業の必要性と効果⑦

常磐道沿線の工業団地の整備常磐道沿線の工業団地の整備広域的な交流・連携強化
山形山形県観光物産会館山形山形県観光物産会館

◆山形県内の著名な観光地へのアクセス向上

山形上山ＩＣ

◆山形県内の著名な観光地へのアクセス向上

高畠町、南陽市、上山市には、全国的に著名な温泉地
があり、毎年多くの観光客が訪れている。

上山ＩＣ

上上山温泉山温泉
蔵王温泉蔵王温泉東中道の整備により、近隣観光地とのアクセスが向上す

ることにより、県外観光客のみならず県内観光客の利用に
も期待される。

赤湯温泉赤湯温泉

高畠ワイナリー 118131

■Ｈ２２年度の観光者数の内訳 赤湯温泉

南陽高畠ＩＣ

亀岡文殊亀岡文殊

高高畠ワイナリー畠ワイナリー

赤湯温泉

亀岡文殊

山形県観光物産会館

311

165

151

208

249

351

県内
亀岡文殊

資料：南陽市提供

亀岡文殊亀岡文殊

0 200 400 600 800 10001200

蔵王温泉

上山温泉

赤湯温泉

404

286

624

429 県外
亀岡文殊
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資料：高畠町ＨＰ



３．事業の必要性と効果⑧

周辺地域では工業団地の整備が進んでいる

常磐道沿線の工業団地の整備常磐道沿線の工業団地の整備地域産業の支援・地域の活性化

蔵王みはらしの丘（産業エリア）蔵王みはらしの丘（産業エリア）

山形市蔵王産業団地山形市蔵王産業団地

・周辺地域では工業団地の整備が進んでいる。

・東北中央自動車道により、工業団地と高速道路のアクセス
が向上。 山形上山ＩＣ

蔵王みはらしの丘（産業エリア）蔵王みはらしの丘（産業エリア）

⇒企業誘致、雇用機会の増加等の効果が期待される。

名 称 用地面積

（千㎡）

分譲済面積

（千㎡）

事業主体 上山ＩＣ
（千 ） （千 ）

山形市蔵王工業団地 519 481 山形市土地開発公社

蔵王みはらしの丘 151 13 （独）都市再生機構

米沢オフィス・アルカディア 333 163 （独）中小企業基盤整備
機構

米沢八幡原中核工業団地 3,836 3,681 （独）中小企業基盤整備
機構

南陽高畠ＩＣ

米沢オフィス・アルカディア米沢オフィス・アルカディア

米米沢八幡原中核工業団地沢八幡原中核工業団地
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４．事業の進捗状況①

南陽高畠～山形上山

◆事業の経緯

都市計画決定
平成 ２年 ９月（上山IC～山形上山IC）

平成 ８年 ５月（南陽高畠ＩＣ～上山IC）平成 ８年 ５月（南陽高畠ＩＣ 上山IC）

整備計画決定 平成１０年１２月

実施計画認可 平成１８年 ３月

用地着手 平成２２年 ３月

工事着手 平成２３年 ４月

完成 定年度 成 年度◆完成予定年度 平成３０年度

◆事 業 費 １，０７９億円

事業進捗率 ３％事業進捗率

（平成２３年９月末）

３％

（土木工事着手 ２％）
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４．事業の進捗状況②

■用地取得中であり、Ｈ２３年度から土工工事に先立ち試験盛土工事等に着手している。本線工
事はＨ２４年度から順次着手していく。

■ 平成３０年度の完成を目指して事業を着実に推進中である■ 平成３０年度の完成を目指して事業を着実に推進中である。
事業進捗状況 実施区間:

南陽高畠～山形上山(24.4Km)

項目／区間

設計

　

100%

上山ＩＣ南陽高畠ＩＣ 山形上山ＩＣ

1 32

用地買収

土木工事

舗装工事 0%

15%

2%

0%

舗装 事

施設工事

13南陽高畠IC付近 工事用進入路工事状況 上山IC付近



５．本評価区間における取組み５．本評価区間における取組み ～構造検討～～構造検討～

・南北に約・南北に約5km5km、東西に約、東西に約3.5km3.5km、面積約、面積約1,000ha1,000haの湿地帯で全国でも有数な軟弱地盤地帯。の湿地帯で全国でも有数な軟弱地盤地帯。
・東北中央自動車道は、この湿地帯を約・東北中央自動車道は、この湿地帯を約3km3kmにわたって通過するため、軟弱地盤対策が必要。にわたって通過するため、軟弱地盤対策が必要。

白竜湖軟弱地盤対策

東北中央自動車道 、 湿地帯を約東北中央自動車道 、 湿地帯を約 わ 通過す 、軟弱地盤対策 必要。わ 通過す 、軟弱地盤対策 必要。

【【軟弱地盤の程度軟弱地盤の程度】】
無対策で盛土施工（高さ約無対策で盛土施工（高さ約8m8m程度程度))をしをし
た場合は、約た場合は、約44～～66ｍ沈下し、沈下がおさｍ沈下し、沈下がおさ
まるのは、軟弱層の深い箇所では約まるのは、軟弱層の深い箇所では約2323年年
を要すると推定を要すると推定を要すると推定。を要すると推定。
軟弱層は深層部では１００ｍ程度軟弱層は深層部では１００ｍ程度
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５．本評価区間における取組み５．本評価区間における取組み ～構造検討～～構造検討～

周辺周辺地盤に与える影響を最小限に抑え且つ横地盤に与える影響を最小限に抑え且つ横
断構造物の不同沈下によ断構造物の不同沈下による段差のる段差の解消を解消を図るた図るた
め 横断構造物を削減し 盛土を下げる道路構め 横断構造物を削減し 盛土を下げる道路構

軟弱地盤での供用後の問題軟弱地盤での供用後の問題

白竜湖軟弱地盤対策

め、横断構造物を削減し、盛土を下げる道路構め、横断構造物を削減し、盛土を下げる道路構
造を計画。造を計画。

盛盛土量削減土量削減 約５０万約５０万

横横断構造物削減断構造物削減 １０箇所１０箇所

影響範囲　最大　Ｌ＝６０ｍ 影響範囲　最大　Ｌ＝６０ｍ

■■当初当初

構造物内の滞水構造物内の滞水 路面の段差路面の段差

盛　土隆起 隆起

　荷　重

周辺地盤に与える影響を少ない工法を検討周辺地盤に与える影響を少ない工法を検討

■■変更変更

盛　土

真空
ポンプ

周辺地盤に与える影響が少ない 周辺地盤に与える影響が少ない

引き込み 引き込み

負圧で地盤の含水を排出と均衡させながら盛土を施工
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引き込み ドレン材



６．事業の投資効果

費用対効果分析結果

全体事業 残事業

◆総便益

基準年における

全体事業 残事業

走行時間短縮便益 １，８５０億円 １，８５０億円

走行経費減少便益 ２６４億円 ２６４億円

現在価値（B） 交通事故減少便益 １０１億円 １０１億円

計 ２，２１６億円 ２，２１６億円

◆総費用
全体事業 残事業

事 業 費 ８７７億円※ ８１０億円◆総費用

基準年における

現在価値（C）

事 業 費 ８７７億円※ ８１０億円

維持管理費 １６１億円 １６１億円

計 １，０３７億円 ９７１億円

※※ここでの事業費は、ここでの事業費は、P3P3の全体事業費を、基準年における現在価の全体事業費を、基準年における現在価値化値化

しているためしているため、値が異なっている、値が異なっている。。
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費用便益比費用便益比 B/CB/C 全体事業全体事業 ２．１２．１ 残事業２．３残事業２．３



７．関係する都道府県の意見

山形県知事の意見山形県知事の意見 平成平成2323年年1111月月2424日日

「東北中央自動車道「東北中央自動車道 南陽高畠～山形上山」を「事業継続」とすることについて、本県とし南陽高畠～山形上山」を「事業継続」とすることについて、本県とし

ては異存ありません。ては異存ありません。

東北中央自動車道は、福島、山形、秋田東北中央自動車道は、福島、山形、秋田33県を縦貫し東北地方の背骨となる重要な国土県を縦貫し東北地方の背骨となる重要な国土

軸を形成し、東日本大震災からの東北地方全体の復興・発展のために不可欠な高速道路軸を形成し、東日本大震災からの東北地方全体の復興・発展のために不可欠な高速道路

でありますので、一日でも早く開通されるようお願いいたします。でありますので、一日でも早く開通されるようお願いいたします。
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８．今後の対応方針（案）

（１）事業の必要性等に関する視点

● 当該区間は 山形県内陸部の産業・経済・観光の発展 物流の効率化 救急搬送に不可● 当該区間は、山形県内陸部の産業・経済・観光の発展、物流の効率化、救急搬送に不可
欠な道路である。

● 当該区間は、国道１３号や東北道等の交通分散機能及び相互補完や、事故・災害時にお

（ ）事業進捗の見込みに関する視点

けるリダンダンシー機能を有する。
● 費用対効果（B/C)は、２．１である。

（２）事業進捗の見込みに関する視点

● 用地取得中であり、Ｈ２３年度から土工工事に先立ち試験盛土工事等に着手している。本線
工事はＨ２４年度から順次着手していく

（ ）対応方針（案）

工事はＨ２４年度から順次着手していく。

● 平成３０年度の完成を目指して事業を着実に推進中である。

（３）対応方針（案）

● 当該事業の再評価は 『『事業継続事業継続』』 とする。
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